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　　Various　kinds　oiC　method　of　measuring　the　intensity　of　superprecipitation　are　revied，
with　special　reference　to　quantitative　‘treatment’，　with　intention　of　presenting　or．　otherwise
advocating　a　new　method　as　devised　and　utilized　by　us　for　4　years．
　A・　Szent－Gy6rgyii）によって発見されたAMのsuper－
precipitationは筋肉収詩酋の試験．管内モデルと考えられて
いるが，本現象の性質上定量的取扱いは困難であり，従来
主として定性的報告が多い。
　普通superprecipi七ation（以下superpptと略す）を観
察するには0．1MKCI環境においてAM　O．15～0．5％にATP
O，02～0．05％を添加して行なう。著者の経験によれば
myosm　Bでは0．IMK：Glよりも0．2　M　K：Clの方がよい2）。
また合成AMで行なうためにはA．　Szen’b・Gy6rgyiも述
べているように定型的なsyneresisを生ぜしめるために
は，actin，　myosin，　salt，　ATPの添加順序：が箪要な要因
となる。最も理想的なsyneresisを生ぜしめるには0．1M
KCIにおいて0．2～0．5％のmyosin，少量のMg（0．0005
M），O．02～0．05％のA．TPを加え最後にF－actinを加える
ことが長』いとされている1）。
　superpp七はAM溶液にATPを加えると直ちにほぼ
water　clearの状態になる（dear　phase）。この聞の＝普通数
秒　（Mgの入った場合は数十秒ないし数分に及ぶことがあ
る。）の短い間であり，まもなくnet　workを生じaggrega－
tionの状態となる。そして終には縮小したplugとなりそ
の周囲はclearな状態となる。これがsyneresisの状態で
ある。
　上述の如ge　superpptの数量的表現に関し先人の幾つか
の報告がある。いずれも満足すべきものではないが，これ
について概略を述べ，またわれわれの方法を併記すること
にする。
L從來の方法
　1）a）S．S．　Spicer3）・4），の方法：氏はsuperpPtに関
して多くの業績を残したが，AM試料の精製，実験方法の
改良につれてその数量的表現も変還している。弐に順序：を
逐ってのべる。
　i）plugの出来方により
　明瞭なるplugがなかなか出現しなかった時代に用いら
れていた。
　　excellent　plug
　　loose　plug
　　fine　turbidity
　　coarse　turbidity
　ij）plugの大きさ
　　axb（直径x長さ）で表わされた。
iii）収縮の程度により
　　一　：　noneontraetile，　coarse　preeipitate
　　＋：1／3complete　con七rac七ion
　　＋F：　2／3　complete　eontraction
　　nt：　eomplete　contraction
　　T：　fine　turbidity
　　O＝opa工escence　without　gelation
　　G　：　gelation
　等の記号が用いられた。
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　b）工Banga5）の方法〔cit．　Weber）
　superpptの強さをarbitrary　unitで×，××，　x×x，
XX××の記号で表わした。
　2）麦食6）の：方法二superpptの測定法として速度及び
沈澱の高さ（脱水の程度）により半定量的に行なった。
　　x：ATPの添加により雪片状の紮状物を生じている
　　　　がまだ収縮を起さぬもの，いわゆる“agregation”
　XX：状縮の過程にあるもの
×××：収縮のほぼ最高に途したもの
　　一：ATP添加により透光度は増加したが，収縮に対
　　　　応ずる何等の変化を示さぬもの
　　±：ATP添加後6分でxの状態にあるもの
　　H一・　：6分後××の状態にあるもの
　　i・｝・　：6分以内に×××の状態にあるもの
　　琳＝4分以内に××xの状態にあるもの
　JY上の記号を用いた。
　3）a＞Kuschinsky＆Turba7）の方法＝外径0．8　cm，
内径0．28cm，長さ17　cmの細管でsuperpptを起さしめ
1，500r．p．m．，2分聞遠心沈澱を行ない沈澱した柱高を測定
しその強度とした。
　b）Sarkar8）の方法
　前者と同様，遠心沈澱を行ないその柱高を比較した。
IL葛西の方法
　Kuschinsky＆Turbanの方法はいろいろな長所を有す
るが，われわれが以前より考案し研究に用いている精度可
成り高く且つ容易に行なえる方法を述べる。
　2）ATP：A．　Szent－Gy6rgyi1）の
方法により兎肉，犬山より抽出した。
B．器具と方法
　試験管はFig．1の如き内径1cm，
長さ10cmの平底目盛付きのものを用
い，笑験は18℃のwater　bath中で
行ない温浴10分後に実験を開始する。
18．b以上になると形成されたplugの
内外に気泡を生じて浮上するために好
ましくなく実験には15～18DCが好適
である。また試験管における反応二二
の組成は実験の目的によって異なるも
　　　　　　　　　実験方法
A．材　料
　1）AM：A．　Szent－Gy6rgyii）法により兎肉より抽出
し洗糠を4回繰返した。
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Fig．　1．　Tube
全量は必ず2ccとする。普通の実験でmodel　for　super一
は，AMの最終蛋白濃度は1．5・mg！ce　p「ec1Pltatlon
（蛋白濃度15mg／ccのmyosjn　Bを〔）．2cc／2cc（全古∂入れ
る），ATPのそれは大体5×10’4Mである（0．5％ATP溶液
を0．1月目／2　cc入れる）。
　各試験管のイオン強度は大体0．1～025，必要に応じて
pH　7．5のMichaehs氏veronal　acetate　buft’er　iを　o・5cc／
2cc（全量）用いる。著者の経験によれば最も好適なsuper－
pptの起る条件はイオン強度0．2，上記のbu〔ferの入った
ものである。
　温浴せるAM，　ATPの入っていない反応混液（KC1溶液，
再蒸溜水，必要あればbuff’er，　Mg，　Ca等のイオン類）に
AM，　ATPの順に加えてll．つその都度充分に振鍛して均一
の溶液たらしめたものにsuperpptを起させ，5分後（ま
たclear　phaseの長いものをも比較する時はそれがsuper－
pptを起す充分な時聞後）10秒聞出来るだけ細かく振回破
砕し，それより一定武闘後，沈澱の占める体積を目盛の数
値によって較べる。目的によっては一定時閲毎にこの躁作
を繰返してその都度に占める体積の変化によりcontrac－
ionの時聞経過を逐うことが出来る。尚，実験に用いる
AMはmyosin　B，合成AMの何れでもかまはない。また
Mg等の入った揚合，　clear　phaseがかなり長びくことが
この場合も必ずplug形成後に振盗破砕して測定を行なう。
　上記の：方法を用いた実験成績は別報2）・9・）・10）の如くであ
る。
摘 要
　1）superprecipitation　lt関する従来の実験方法殊に
数量的取扱いについてのべた。
　2＞これに対してわれわれの考案，慣用せる方法を述べ
た。
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